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Yasoichi ENDO and Eizi AKITAYA 1982 Report of Pit.Wall Observations of Snow Cover 

in Sapporo， 1981-82. Low Temperature Science， Ser. A， 41. Data R，ゆort

札幌市の平地積雪断面測定資料報告*

一一一昭和 56-57年冬期一一

遠藤八十一・秋田谷英次

(低j昆科学研究所)

(昭和58年1月受理)

1.緒 日

札幌の平地積雪の断面観測は，昭和38-39年冬以来毎年行なわれている。この報告は，昭和

56-57年冬に実施された積雪断面観測の結果を示したものである。観測は，北海道大学低温科学研

究所の裏庭で行なわれた。観測項目及び方法は，前の報告1，2)と同じである。

II.観測結果

昭和田-57年冬に行なった積雪断面観測の結果は，第1表に示されている o 表中の第2jljf成層

図Jに用いた記号の意味は，第2表に示されている。第I表の第3列「高さ HJは地面からの高き

で，密度 G，硬度R，雪温 Z及び含水率 W を測定した位置を示している o 密度測定には常に高さ

3 cmの角型サンプラーを使用したので，密度測定の位置H としては，サンプラーの上辺の位置で

表わすことにした。それゆえ，例えば第 1表第2行自の「高さ 24cm，密度0.31g/cm3Jの表示は，

地面から 24-21cmの積雪の密度が0.31g/cm3であったことを示している。硬度測定の位置は，木

下式硬度計を置いた位置で表わされている。第8列に記した平均密度Cは，スノーサンプラーで測

定した全積雪水量Hwをその場所の積雪深で割算して求めた値である。気温九は，断面観測時の気

j且である。

なお，参考のために昭和56-57年冬の日最高気温，日最低気温及び積雪深を第1図に示しておい

た。気温と点ポチで示した積雪深は札幌管区気象台，実線で示した積雪深は低温科学研究所におけ

る値である。

*北海道大学低温科学研究所業績 第2513号

低温科学物理篇第 41輯昭和 57年



2 遠藤八十一・他

第 1表 昭和56-57年冬の積雪断面観測結果

年月 日 成 層 図 高 さ 密 度 硬 度 雪 I孟 含水率 全積雪水量:Hw 

時 京IJ 粒 雪 高 H G R Ts W 平均密度 :G

測定者 度 質 き cm g /cm' g /cm' ℃ % メ11¥ 温:Ta 

1982 28 82 -0.9 Hw=8.5g /cm' 

1 - 5 
一一...28 

24 0.31 G =0.30 g /c肘bl 0 =-- C町、

13h30m- 古言11
20 20 0.0 Ta =一1目8

0

C

14hOOm 15 100 

i! 呈 藤
cd -・ 10 10 。.37 0.0 

秋田谷
ー一一..J.O
。 0.0 

1~82 42 0.10 10 一l.5 Hw=9.8g /cm' 

1 - 18 40 一2目1 C =0.23 g /叩3

10h30m- 一一~42 33 0.12 Ta =-4XC 
cm 

llh30m 30 -2.6 

遠 藤 01 + + 
30 24 1550 

秋田谷 20 0.35 -1. 7 

c ・ロ 20 17 2600 
11-ーーー

cd -ロ 10 14 0.34 

ぽE
10 820 -0.9 

cd 
Lーニー O 5 0.39 。 。。

1982 68 5 -l.5 Hw=16.2 g /cm' 

1 - 25 65 0.06 Gニ 0.24g /州

lO
h30m- 60 38 -l.9 Taニ 2.30C

12hOOm 57 0.14 

遠 藤 ー一一一 68 50 0.27 370 -2.8 
01+ + cm 

一 60 43 0.25 

a I ~ ::，. 40 260 -l.9 

一 50 35 。.24
010。

30 350 一l.4
ー---- 40 

26 0.26 

010。30 22 900 

20 0.32 -0.9 

cd 
←一一一

-ロ 20 15 1500 
11-一一

13 0.33 cd -ローーー-- 10 
cd -ロ 10 -0.1 

cdl. • 
」一一ー O 8 0.34 3000 

4 0.40 

。 0.0 
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年月 日 成 層 図 両 さ 密' 度 石更 度 雪' t昆 含J]c率 全積雪水量 :Hw 

時 主IJ キ立 壬三骨ヨ 同 H G R Ts W 平均密度 :G

測定者 度 質 さ cm g /cm' g/ぽ C % kメr 温 :Ta 

1982 108 8 -8.2 Hw=25.0g /cm' 

II - 5 
「一一一 108 

106 0.06 G = 0 . 23 g / cm' C円1

llhOOm- 100 93 0.12 Taニ 7.4'C

12hOOm a 1 + + 90 84 -6.6 

遠 藤
90 

85 0.15 

秋田谷
一 80 

80 82 4.9 

75 0.13 
q 〆柏、; 

70 70 170 -4.4 

60 0.16 310 
60 

53 0.20 
a 10 ;... 

50 
50 3.2 

45 750 

alo。
40 43 0.30 

一 40 2.4 

ab 。ロ 30 35 860 

一 20 33 0.33 

cd -ロ 30 1.7 
it--

cd 
10 20 0.33 1400 1.0 
-ロ

12 2000 

一一一 O 10 0.36 0.7 

。 0.0 



4 遠藤八十一・他

年月 日 成 層 図 両 さ 密 度 E要 度 '雪 J品 含水率 全積雪水量 :Hω

時 主り 中立 雪- 高 H G R Ts w 平均密度 :C
測定者 度 質 さ cm g /cm' g /cm' ℃ % kヌ¥ J孟:Ta 

1982 F一一一 87 87 30 。.0 Hw=25.0g/cm' 

II - 15 q ト+ー一一~c円1 85 0.10 C =0.29 g /cm' 
G シシ 80

11 hOOm- トーーーー 80 。.19 3.4 Ta =ー1目50C

12h30m 70 75 220 

遠 藤 70 0.26 一5.0
010。60 

60 0.28 660 -4.2 

50 50 0.32 1100 2.9 

E 
44 1000 

ob 
40 40 0.34 2.3 

ob 。。
一 30 0.39 2250 1.4 
30 

20 0.37 1.1 
ob 。。

20 
15 0.33 

トー一一 10 1700 0.4 
cd -ロ
』トーー園田 10 6 0.34 

cd -ロ 。 0.0 
」一一 O 

1982 90 。目11 23 1.4 H叩=27.5g/cm'

II - 27 80 2.1 C=0.31g /cm' 

10h30m- 78 。目15 Ta =+0.2
0

C 

12h30m 戸一一.......90 72 0.31 2500 cm 

ii 墨 藤
01+ + 80 

70 3.3 

秋田谷 64 1050 

ob 匿 70 60 -2.5 
cd 

58 0.35 
010。60 50 2100 -2.1 

50 
48 0.36 

010。 40 0.35 -1.1 

40 30 3900 1.0 

ド骨骨 28 0.40 

30 20 。目38 0.5 
blo。

20 
16 700 

ト一一一 13 0.31 
c ・ロ

10 iトーーー 10 0.1 

cd -ロ 8 1800 

」一一 o 5 0.36 

。 0.0 
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年月 日 成 層 図 高 さ宮、 度 石更 度 雪 1血日 合水率 全積雪水量 :Hω

時 主リ 粒 雪 高 H G R Ts 防r 平均密度 :G

測定者 度 質 さ cm g /cm' g /cm' ℃ % Fヌ<¥テ I昆:Ta 

1982 70 150 Hw=26.6g/cm' 

III - 5 
F一一一 70

68 0.37 Gニ 0.33g/cm' 
cd • • cm 10h30m- ト一一一 60 

56 0.40 380 Ta =+3.8
0

C 

12hOOm bc 
..0 

47 0.38 980 -， 
0・

遠 藤 i)-ーニ 50 38 0.47 全
ab 。。

秋田谷
ab 
0---ー 35 1000 層

ヰヰ 40 30 0.45 。℃

30 
25 1500 

blo。 18 0.39 

20 13 0.36 510 

ト一一 5 0.31 920 
c I • • 10 
il・ーー一
cd -ロ
o 

1982 57 90 Hw=25.1g/cぽ

凹-15 
戸一一 57 54 0.34 G =0.44g/cm' C打1

lOh30m- d ・・ 50 41 0.46 400 全 Ta =+3.1
0

C 

nh30m '1-ー一 33 0.46 層
40 

。℃遠 藤 cd • • 25 0.51 500 

tトー 30 17 0.43 410 

b・d• • 9 0.34 

20 
一bc 。。
ト一一ー 10 
cd • • c~主- 0 

1982 33 470 Hω=14.9g/cm' 

III -31 
r一一一 33 

29 0.52 G=0.45g /cm' 
cd • • C円、10h30m-
I;i. 

22 570 全 Ta =+4.TC 

nhOOm cd 20 20 0.49 層
トーー一 。℃遠 藤 C 1. • 10 

13 0.44 740 

ト一一一 8 150 cd • • 1国::n..0 6 0.40 



6 遠藤八十一・他

第2表 成層図に使用した記号の説明

図記号 Ht雪の粒度
府ーーーーー-、

新雪 手止 度 粒 度

こしまり雪
a くO目5mm

しまり雪

着色層 b 0.5-1. Omm 

氷板
C 1.0-2.0mm 

ざらめ雪

百こしもざめ

しもざらめ雪

d 2.0-4.0mm 

e >4.0mm 
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第 1図昭和56-57年冬の札幌の気温九と積雪深H

気温と点ポチで示した積雪深は札幌管区気象台3ぺ実線で示した積雪深は低温科学研究所の値て"ある。
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